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国
の
文
化
財
が
点
在
し

て
い
る
津
屋
崎
地
区
の
魅
力

を
保
全
す
る
具
体
策
は
。
ま

た
、
町
並
み
や
海
岸
を
含
め

た
こ
の
地
区
の
保
全
と
活
用

を
ど
う
考
え
る
の
か
。

都
市
計
画
と
し
て
は
、

景
観
計
画
の
基
準
に
沿
っ
て

町
並
み
を
保
全
す
る
。
観
光

と
し
て
は
、
古
い
町
並
み
や

食
の
魅
力
を
市
内
外
に
発
信

し
続
け
る
。
文
化
財
の
保
全

に
つ
い
て
は
、
市
民
意
識
の

醸
成
や
国
・
県
の
意
向
等
も

踏
ま
え
、
決
定
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

文
化
財
と
し
て
指
定
さ
れ

た
と
こ
ろ
を
含
め
、
持
ち
主

と
の
対
話
や
住
民
ニ
ー
ズ
な

ど
を
捉
え
た
上
で
、
保
全
と

活
用
を
し
て
い
き
た
い
。
海

岸
部
分
に
つ
い
て
は
、
観
光

あ
る
い
は
企
業
誘
致
で
盛
り

上
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

髙山 賢二 議長

今回は
6会派でした

今回は
9人でした

長ͷॴ信ද໌ʹରͯ͠ɺࢢ
֤ձ೿ͷ代ද͕૯ׅͯ͠
࣭ٙΛ͠·ͨ͠ɻ
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総括質疑

一般質問

宮
司
地
区
に
建
設
中
の

新
設
小
学
校
は
、
通
学
路
等

の
整
備
も
含
め
、
令
和
９
年

４
月
開
校
が
遅
れ
る
こ
と
は

な
い
か
。
ま
た
、
新
設
小
学

校
の
学
校
名
や
校
歌
等
は
、

開
校
準
備
委
員
会
の
中
で
考

え
て
い
く
と
の
こ
と
だ
が
、

委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
構
成
は
。

宮
司
地
区
の
新
設
小
学

校
は
、
令
和
９
年
２
月
の
完

成
に
向
け
て
工
事
を
進
め
て

い
る
。通
学
路
に
関
し
て
は
、

安
全
設
備
等
の
整
備
を
こ
れ

か
ら
進
め
て
い
く
こ
と
と
し

て
い
る
。
現
在
、
令
和
９
年

４
月
開
校
を
目
指
し
て
取
り

組
ん
で
い
る
。

開
校
準
備
委
員
会
の
メ
ン

バ
ー
は
、
新
設
小
学
校
に
通

学
す
る
児
童
の
保
護
者
や
、

新
設
小
学
校
に
関
わ
る
自
治

会
の
代
表
者
、
学
校
の
教
職

員
や
有
識
者
で
の
構
成
を
考

え
て
い
る
。

新設小学校建設の進捗状況は
令和９年２月の完成に向けて工事を進めている

秦 浩 議員

౴ห

౴ห

౴ห

౴ห

౴ห

˛։ࣄ޻͚ͯ޲ʹߍΛ͢
͢Ί͍ͯΔ৽ઃߍ༻஍

福津誠和会

公
共
交
通
に
つ
い
て
は

定
時
定
路
線
を
基
本
と
し
、

同
路
線
が
行
き
届
か
な
い
地

域
に
対
し
て
は
効
率
的
な
機

能
を
有
し
た
オ
ン
デ
マ
ン
ド

交
通
を
進
め
よ
う
と
し
て
い

る
。
令
和
何
年
度
を
目
標
に

導
入
す
る
の
か
。
ま
た
、
運

行
を
想
定
し
て
い
る
地
域
は

ど
こ
か
。

オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
の

導
入
時
期
は
、
今
年
度
か
ら

計
画
期
間
が
始
ま
る
福
津
市

地
域
公
共
交
通
計
画
で
は
、

令
和
８
年
度
か
ら
øù
年
度
の

間
で
条
件
が
整
い
次
第
導
入

を
め
ざ
す
と
し
て
い
る
。
し

か
し
、
で
き
れ
ば
市
長
任
期

（
令
和
ø÷
年
度
）ま
で
に
導
入

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
の
検

討
を
今
後
進
め
て
い
く
上
で

想
定
し
て
い
る
地
域
は
、
勝

浦
、
本
木
、
舎
利
蔵
な
ど
の

エ
リ
ア
を
考
え
て
い
る
。

オンデマンド交通の導入時期と地域は
令和８年〜12年度間で勝浦、本木、舎利蔵が検討対象

尾島 武弘 議員
˛ΦϯσϚϯυަ௨͸༧
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新政会

「
稼
げ
る
ま
ち
」を
め
ざ

す
と
し
て
い
る
が
、誰
が「
稼

げ
る
ま
ち
」を
つ
く
る
と
い

う
の
か
。
ま
た
、「
稼
げ
る

ま
ち
」の
目
標
数
値
や
指
標

の
設
定（
市
民
の
所
得
等
）は

し
な
い
の
か
。
さ
ら
に
地
方

公
共
団
体
は
地
方
自
治
法
で

「
住
民
の
福
祉
の
増
進
を
図

る
」こ
と
を
目
的
と
定
め
て

い
る
。「
稼
げ
る
ま
ち
」を
法

的
に
ど
う
位
置
付
け
て
い
る

の
か
。企

業
誘
致
等
で
①
市
民

に
働
く
場
の
提
供
②
企
業
は

従
業
員
の
確
保
に
よ
る
事
業

拡
大
③
市
は
市
民
税
の
増
な

ど
、
三
者
が「
稼
げ
る
ま
ち
」

を
つ
く
る
。
目
標
数
値
、
指

標
の
設
定
は
、
今
後
設
置
の

庁
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

で
検
討
す
る
。
地
方
自
治
法

第
２
条
の
意
味
す
る
と
こ
ろ

で
あ
る
市
民
の
満
足
度
向
上

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

市長の「稼げるまち」とは誰が稼ぐのか
市民、企業、市のそれぞれが 「稼げるまち」 をめざす

戸田 進一 議員
˛෱井ࢢ長͕Ί͟͢
·ͪͮ Γ͘ͱ͸ 

日本共産党

庁
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
設
置
し
調
査
研
究

す
る
と
あ
る
が
、
そ
の
構
成

員
は
。
ま
た
調
査
研
究
は
い

つ
か
ら
取
り
組
む
の
か
。

成
功
事
例
の
名
古
屋
市
は

自
動
車
産
業
な
ど
の
税
収
基

盤
が
あ
り
減
税
が
で
き
た
と

い
う
背
景
が
あ
る
。
ま
た
減

税
を
継
続
で
き
る
の
か
と
い

う
課
題
も
あ
る
が
、
庁
内
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
な
く

て
も
検
討
で
き
る
の
で
は
。

財
政
へ
の
影
響
や
制
度

的
な
課
題
、
他
自
治
体
の
事

例
な
ど
調
査
研
究
し
て
い
く

た
め
に
経
営
企
画
部
を
中
心

に
６
月
定
例
会
が
終
了
し
た

後
、取
り
組
み
を
始
め
た
い
。

有
識
者
か
ら
制
度
面
等
の

レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
財
政
状

況
や
地
方
債
な
ど
の
状
況
も

加
味
し
な
が
ら
庁
内
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上

げ
進
め
て
い
き
た
い
。

個人・法人市民税を５％減税する根拠は
名古屋市で成果を上げている成功事例を参考にした

榎本 博 議員
Ͱຊ౰گ੓ঢ়ࡒͷࠓ˛
ʹ�ˋͷݮ੫Ͱ͖Δͷ 

みんなの声によるみんなの会

津屋崎地区の魅力保全に対する方針は
魅力を保全しながら、その魅力を発信し活用していきたい

˛ւ෩ʹ͸ͨΊ͘ችͱ
ொฒΈ豆田 優子 議員

ミモザの会

質

所
信
表
明
に「
先
行
き

が
不
透
明
で
将
来
の
予
測
が

困
難
な
時
代
に
、
限
ら
れ
た

財
源
の
中
で
行
政
需
要
に
優

先
順
位
を
つ
け
、柔
軟
に
市
政

運
営
に
取
り
組
む
」と
あ
る

が
、「
市
民
の
人
生
の
ス
テ
ー

ジ
ご
と
に
適
切
な
支
援
が
な

さ
れ
る
ま
ち
」と
い
う
市
長

の
理
念
は
守
ら
れ
る
の
か
。

こ
ど
も
達
の
健
や
か
な

成
長
の
た
め
に
、「
妊
娠
期

か
ら
子
育
て
期
の
切
れ
目
な

い
伴
走
支
援
」、「
保
育
・
教

育
の
質
の
向
上
」、「
こ
ど
も

や
若
者
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き

る
環
境
づ
く
り
」、「
生
産
年

齢
世
代
の
働
く
場
の
創
出
」、

「
高
齢
者
の
健
康
寿
命
の
延

伸
へ
の
取
り
組
み
」な
ど
、

で
き
る
手
段
に
つ
い
て
一
つ

一
つ
考
え
た
上
で
、
市
役
所

全
体
で
よ
く
検
証
し
、
効
率

的
・
効
果
的
な
市
政
運
営
を

進
め
て
い
き
た
い
。

౴ห
人生のステージごとの支援の進め方は

足りない部分を検証し、効率・効果的な市政運営を進める

˛ϥΠϑεςʔδ͝ͱ
ʹඞཁͳࢧԉΛ中村 晶代 議員

公明党

質 質
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骨
格
予
算
説
明
の
際
に

各
担
当
課
か
ら
事
業
の
説
明

が
無
か
っ
た
理
由
が
、
骨
格

予
算
だ
か
ら
と
い
う
事
だ
っ

た
が
、
妥
当
な
理
由
か
。

今
後
は
骨
格
予
算
で
あ
っ

て
も
、
主
要
な
事
業
の
資
料

は
提
出
す
る
と
い
う
事
で
よ

い
か
。予

算
審
査
に
必
要
な
説

明
が
出
来
て
い
な
い
と
受
け

取
ら
れ
て
い
る
事
に
対
し
て

非
常
に
申
し
訳
な
い
と
思
っ

て
い
る
。
審
査
に
必
要
な
説

明
は
す
る
べ
き
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

例
年
、
説
明
資
料
と
し
て

提
出
し
て
お
り
、
骨
格
予
算

で
も
資
料
と
し
て
出
す
こ
と

は
可
能
と
考
え
て
い
る
。
骨

格
予
算
と
肉
付
け
予
算
の
混

在
す
る
事
業
も
あ
る
た
め
、

ど
の
よ
う
な
出
し
方
に
す
る

か
は
今
後
、
検
討
し
て
い
き

た
い
。

骨格予算でも各事業の説明はすべきでは
説明不足と受け取られている事に対して申し訳なく思う

山本 祐平 議員

学
校
施
設
の
老
朽
化
が

進
む
中
で
、
限
ら
れ
た
財
源

を
ど
う
使
う
か
は
重
要
。
事

業
実
施
に
は
優
先
順
位
が
求

め
ら
れ
る
。
ま
ず
は
、
命
や

健
康
、
尊
厳
に
直
結
す
る
福

間
南
小
の
ト
イ
レ
改
修
や
、

小
中
学
校
体
育
館
の
空
調
整

備
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
。

特
に
、
体
育
館
の
空
調
整
備

に
は
国
の
補
助
金
が
活
用
可

能
。
整
備
の
必
要
性
と
補
助

金
活
用
の
方
向
性
は
。

福
間
南
小
の
ト
イ
レ
は

今
後
改
修
を
検
討
中
。
過
大

規
模
校
対
策
を
優
先
課
題
と

し
つ
つ
も
、
学
校
施
設
の
長

寿
命
化
や
他
の
事
業
と
の
バ

ラ
ン
ス
を
見
な
が
ら
、
優
先

順
位
を
決
め
る
。
体
育
館
の

空
調
整
備
は
必
要
性
を
認
識

し
て
お
り
、優
先
度
は
高
い
。

国
の
補
助
金
を
活
用
す
る
方

向
で
調
査
を
進
め
、
断
熱
性

能
の
確
保
も
検
討
し
た
い
。

教育施設整備の優先順位を決めないのか
過大規模校対策や体育館の空調整備等、方針を決めて実施

中村 恵輔 議員
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宗
像
市
は
特
定
健
診
の

受
診
で
、
運
動
施
設
で
使
え

る
助
成
券
を
交
付
し
て
い

る
。
本
市
に
お
い
て
も
同
様

の
取
り
組
み
を
し
な
い
の
か
。

税
制
優
遇
措
置
や
水
道
代

の
補
助
等
も
踏
ま
え
た
企
業

誘
致
を
行
う
こ
と
で
、
民
間

企
業
の
プ
ー
ル
を
誘
致
す
る

考
え
は
な
い
か
。

本
市
に
お
い
て
も
、
健

康
増
進
室
の
利
用
助
成
や
条

件
を
満
た
し
た
か
た
へ
の
産

直
商
品
券
の
配
付
な
ど
、
市

独
自
の
応
援
事
業
を
実
施
し

て
い
る
。
今
後
も
継
続
し
て

取
り
組
み
、
応
援
事
業
を
浸

透
さ
せ
て
い
き
た
い
。

企
業
誘
致
に
向
け
て
は
、

庁
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
設
置
し
、
調
査
研
究
を
行

い
、
本
市
の
条
件
等
を
議
論

す
る
必
要
が
あ
る
。
プ
ー
ル

の
誘
致
に
つ
い
て
も
、
条
件

等
を
調
査
研
究
し
て
い
く
。

市
内
す
べ
て
の
認
可
保

育
所
等
が
保
育
士
を
充
分
確

保
で
き
れ
ば
、
定
員
１
８
１

６
人
の
児
童
の
受
け
入
れ
が

可
能
。
し
か
し
、
常
に
保
育

士
が
不
足
し
て
い
る
園
の
影

響
で
、
１
６
２
人
分
の
枠
が

活
用
で
き
な
い
状
況
で
あ
る

の
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
低

下
と
考
え
る
。
保
育
士
不
足

が
常
態
化
し
て
い
る
園
に
対

し
て
取
る
べ
き
措
置
は
。

保
育
士
不
足
の
一
因
は

離
職
の
多
さ
に
あ
る
。
市
の

技
術
的
支
援
で
現
場
の
負
担

感
を
軽
減
し
、
離
職
防
止
に

つ
な
げ
た
い
。
ま
た
、
各
認

可
保
育
所
等
の
設
立
に
伴

い
、
定
員
受
け
入
れ
前
程
で

市
か
ら
施
設
整
備
費
補
助
を

行
っ
て
い
る
の
で
、
定
員
ま

で
受
け
入
れ
る
こ
と
を
要
請

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
引

き
続
き
指
導
を
行
っ
て
い
き

た
い
。

プール施設の広域利用と誘致への考えは

法定待機児童と特定園希望等の児童数は

他市のプールの利用推進と誘致条件等の調査研究を行う

法定待機は30人、特定園希望等の待機は135人である

中村 清隆 議員

大山 隆之 議員
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近
年
、
孤
独
死
や
孤
立

死
が
社
会
問
題
と
な
っ
て
い

る
が
、
市
の
対
策
は
。

ヒ
ト
、
モ
ノ
、
コ
ト
を
繋

ぐ
、
未
来
共
創
セ
ン
タ
ー

キ
ッ
カ
ケ
ラ
ボ
の
役
割
は
。

３
月
末
で
終
了
し
た「
ふ

く
つ
こ
こ
ろ
と
生
き
方
の
相

談
」は
復
活
し
な
い
の
か
。

孤
独
や
孤
立
の
防
止
策

と
し
て
、
地
域
支
え
あ
い
制

度
や
、
地
域
や
市
民
活
動
団

体
と
連
携
し
た
見
守
り
活
動

を
実
施
し
て
い
る
。
自
治
会

の
加
入
促
進
、
郷
づ
く
り
活

動
へ
の
関
心
を
高
め
る
取
り

組
み
も
す
す
め
て
い
る
。

キ
ッ
カ
ケ
ラ
ボ
が
行
う
バ

ス
ク
ー
ル
は
、
新
た
な
ま
ち

づ
く
り
の
担
い
手
を
顕
在
化

し
、
地
域
と
繋
い
で
い
る
。

既
存
の
他
の
相
談
体
制
を

維
持
し
な
が
ら
、
ニ
ー
ズ
に

応
じ
た
相
談
窓
口
を
こ
れ
か

ら
も
調
査
研
究
し
て
い
く
。

市は、孤独死、孤立死をどう防ぐのか
見守り支援の継続と、人と人がつながる機会を設ける

石田 まなみ 議員

近
年
夏
季
の
気
温
上
昇

が
著
し
く
、
児
童
・
生
徒
の

健
康
被
害
が
問
題
と
な
っ
て

い
る
。
熱
中
症
対
策
に
は
、

こ
ま
め
な
冷
水
補
給
が
有
効

と
さ
れ
て
い
る
。
学
校
生
活

に
お
い
て
、
適
切
な
水
分
補

給
の
た
め
に
給
水
環
境
の
整

備
が
必
要
で
あ
る
。
感
染
症

対
策
の
他
、
脱
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
、
災
害
時
の
避
難
所
運
営

の
観
点
か
ら
も
、
学
校
施
設

に
ボ
ト
ル
給
水
式
冷
水
機
を

設
置
し
て
は
ど
う
か
。

適
切
な
水
分
補
給
は
、

集
中
力
の
維
持
、
熱
中
症
予

防
、
体
調
管
理
に
直
結
す
る

た
め
、
給
水
機
の
設
置
が
そ

の
一
助
と
な
る
と
期
待
で
き

る
。
一
方
で
、
衛
生
面
・
運

用
面
・
費
用
面
で
解
決
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
も
あ

る
た
め
、
導
入
に
つ
い
て
、

調
査
研
究
を
し
て
い
き
た
い

と
考
え
る
。

熱中症対策にボトル式給水機の設置を
有益であり、調査研究をしながら取り組んでいきたい

井手口 忠信 議員

地
域
公
共
交
通
の
充
実

を
図
る
こ
と
は
住
民
の
命
と

暮
ら
し
を
守
る
地
方
自
治
体

の
責
務
。
ø÷
月
か
ら
西
鉄
バ

ス
の
勝
浦
～
津
屋
崎
間
が
廃

線
と
な
り
、
朝
夕
の
時
間
帯

の
み
８
人
乗
り
車
両
で
乗
合

タ
ク
シ
ー
の
運
行
を
始
め

る
。
９
人
目
以
降
の
対
策
は

考
え
て
い
る
か
。
ま
た
ミ
ニ

バ
ス
と
同
様
、
日
・
祝
日
・

年
末
年
始
は
運
休
に
な
る
。

公
共
交
通
空
白
地
タ
ク
シ
ー

助
成
制
度
が
あ
る
の
で
、
勝

浦
地
区
に
限
ら
ず
公
共
交
通

の
充
実
を
図
る
た
め
に
対
象

と
条
件
を
拡
大
し
て
は
。

西
鉄
バ
ス
の
乗
車
デ
ー

タ
や
事
業
者
と
の
協
議
で
、

８
人
乗
り
な
ら
対
応
可
能
と

な
っ
た
。
９
人
目
以
降
の
対

応
は
困
難
。
公
共
交
通
空
白

地
タ
ク
シ
ー
助
成
制
度
拡
大

の
検
討
は
、
地
域
交
通
体
系

協
議
会
等
で
議
論
し
て
い
く
。

乗合タクシーの実態調査を含めた対応は
市で今できる最大限のサービスを提供していく

岩下 豊 議員

౴ห

౴ห

౴ห

地
域
計
画
の
実
現
の
た

め
に
ど
の
よ
う
な
施
策
を
考

え
て
い
る
の
か
伺
う
。

地
域
内
で
土
地
の
担
い
手

が
見
つ
か
ら
な
い
場
合
は
、

地
域
外
の
方
を
受
け
入
れ
る

と
あ
る
が
、
土
地
利
用
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

地
域
計
画
は
目
指
す
べ

き
将
来
の
農
地
利
用
の
姿
を

明
確
化
し
た
計
画
で
、
そ
の

中
の
目
標
地
図
で
は
ø÷
年
後

に
目
指
す
地
域
の
土
地
利
用

を
示
し
て
い
る
。
土
地
利
用

の
定
ま
っ
て
い
な
い
土
地
を

示
し
、
そ
れ
を
減
ら
す
た
め

に
、毎
年
進
捗
管
理
を
行
い
、

よ
り
多
く
の
農
業
従
事
者
に

参
画
し
て
も
ら
う
こ
と
が
重

要
と
考
え
て
い
る
。

宗
像
市
・
古
賀
市
を
は
じ

め
旧
津
屋
崎
町
・
旧
福
間
町

の
地
域
も
地
域
外
で
あ
り
、

そ
の
か
た
か
ら
の
土
地
利
用

が
考
え
ら
れ
る
。

農業経営基盤強化促進法の地域計画とは
目指すべき将来の農地利用の姿を明確化したもの

倉元 敏徳 議員
˛中山ؒ஍Ҭͷ೶஍
ͷޙࠓ͸

文
部
科
学
省
の
い
じ
め

対
策
不
登
校
支
援
等
総
合
推

進
事
業
の
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
と
ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
常
勤
化

に
向
け
た
調
査
研
究
で
は
、

常
勤
化
は
事
案
へ
の
対
応

等
、
有
効
性
が
高
く
進
め
る

べ
き
と
の
調
査
結
果
が
で
て

い
る
。
常
勤
化
や
増
員
は
、

緊
急
性
が
高
い
の
で
は
な
い

か
。
ま
た
増
員
や
常
勤
化
へ

の
認
識
は
。

本
市
の
不
登
校
率
は
全

国
平
均
を
上
回
り
、
い
じ
め

も
増
加
傾
向
。
ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
３

名
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
は
５
名
配
置
で
、
と
も

に
十
分
に
活
躍
い
た
だ
い
て

い
る
が
、
対
応
す
る
児
童
生

徒
や
保
護
者
の
増
加
を
考
慮

す
る
と
増
員
お
よ
び
常
勤
化

な
ど
、
そ
の
必
要
性
に
つ
い

て
は
十
分
に
感
じ
て
い
る
。

スクールカウンセラー等の増員常勤化は
今後、導入に向けての協議を行っていきたい

佐伯 美保 議員 ˛૬ஊͷ༷ࢠ

౴ห

౴ห

市政を

議員໊ ͦͷଞͷ࣭໰
山ຊ　༞ฏ ਓ員ମ੍ͷڧԽͱۀ຿ޮ཰Խʹ͍ͭͯ

中村　恵輔
෱௡ࢢ஍ٿԹஆԽର࣮ࡦ行ܭըʢ۠Ҭࡦࢪฤʣ
Λ࣠جͱͨ͠෱௡ܕθϩΧʔϘϯઓུͷల։
ʹ͍ͭͯ

大山　隆之 ͍ͯͭʹܞεϙοτͷ੔උͱ஍Ҭ࿈ޫ؍

ふんちゃんを探せ！
ふんちゃんクイズ

①生徒会長と何を語った？
②今の議員の人数は？
③肉付け予算はいくら？

ヒントは、
ページをめくって
私を探してね。私を探してね。

議員໊ ͦͷଞͷ࣭໰

中村　ਗ਼隆
͍ͯͭʹओฦೲࣗূڐ者ͷӡస໔ྸߴ
͍ͯͭʹ಺ମҭؗͷۭௐઃඋࢢ

井手口忠信 ʮ҆ٸٹ৺Χʔυʯͷ׆༻ʹ͍ͭͯ

岩下 　豊
৽ઃখֶݐߍઃ༧ఆ஍पล஍Ҭͷ҆શରࡦʹ
͍ͭͯ
͍ͯͭʹࢭ࿝ॕۚͷഇܟ

倉元　敏徳
͍ͯͭʹ༠கۀا
ֶಐอҭॴʹ͍ͭͯ

ഢ　ඒอࠤ

Ͳ΋৚ྫͷ੍ఆࢠ͚ͨ޲ʹརอোݖͲ΋ͷࢠ
ʹ͍ͭͯ
஍Ҭͱڞʹ͋Δֶͮ͘ߍΓʹ͓͚Δ৽ઃߍͷ
๷ࡂରࡦʹ͍ͭͯ
দྛอશʹ͚ͨ޲ༀࢄࡎ෍౳ʹ͍ͭͯ

他にもこんな質問がありました

「
所
信
表
明
」と
は
、
新
し
く
市
長

に
な
っ
た
人
が
、
市
民
や
議
会
に
向

け
て「
こ
れ
か
ら
ど
ん
な
福
津
市
を
め

ざ
す
の
か
」、「
ど
ん
な
こ
と
に
力
を

入
れ
て
い
き
た
い
の
か
」を
自
分
の
言

葉
で
伝
え
る
大
切
な
機
会
で
す
。
ま

ち
の
未
来
に
対
す
る
思
い
や
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
を
ど
う
良
く
し

て
い
く
か
と
い
っ
た
考
え
を
わ
か
り

や
す
く
示
す
こ
と
で
、
市
民
と
の
信

頼
づ
く
り
の
第
一
歩
に
な
り
ま
す
。

議
会
で
は
、
こ
の
表
明
を
受
け
て

具
体
的
な
議
論
が
始
ま
り
ま
す
。
所

信
表
明
は
、
市
長
の「
ま
ち
づ
く
り
へ

の
決
意
表
明
」と
言
え
る
も
の
で
す
。

「
所
信
表
明
」
って
な
あ
に
߸ใ;ͭ͘ྩ࿨̓೥݄̓޿˛？

1 0議会だより  ふくつ1 1 議会だより  ふくつ


